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第1章 OPENSHIFT PLATFORM PLUS の概要
OpenShift Platform Plus は、エンタープライズ向けの単一のハイブリッドクラウドプラットフォームで
す。インテリジェントなアプリケーションを複数のインフラストラクチャーにわたり安全にビルド、デ
プロイ、実行、管理するために使用できます。これは、Red Hat Enterprise Linux (RHEL)、
Kubernetes、および Red Hat OpenShift Container Platform をベースにしており、以下の製品を含みま
す。

Red Hat Advanced Cluster Management for Kubernetes - 単一のコンソールからクラスターと
アプリケーションを制御します。

Red Hat Advanced Cluster Security for Kubernetes - クラスターのセキュリティー、可視性管
理、およびセキュリティーコンプライアンスに関する情報を提供します。

Red Hat Quay - コンテナーイメージを保存、ビルド、デプロイします。

Red Hat OpenShift Data Foundation Essentials - 複数の環境でクラスターが開始および停止す
るときに、データストレージの永続的な場所を提供します。

1.1. OPENSHIFT PLATFORM PLUS の説明とアーキテクチャー

OpenShift Platform Plus は、以下の機能を備えた OpenShift Container Platform のケイパビリティーに
基づきビルドされています。

マルチクラスターセキュリティー

完全な管理ケイパビリティー

統合データ管理

グローバルコンテナーレジストリー

OpenShift Platform Plus は、オープンなハイブリッドクラウド環境とアプリケーションライフサイクル
にわたりアプリケーションを保護および管理します。

OpenShift Platform Plus は、以下のケイパビリティーを追加でサポートします。

プラットフォームサービス

サービスメッシュ、サーバーレス

ビルド、CI/CD パイプライン

GitOps、分散トレース

ログ管理

コスト管理

脆弱性管理

コンプライアンス

アプリケーションサービス

言語とランタイム
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API 管理

インテグレーション

メッセージング

プロセスの自動化

データサービス

データベースとキャッシュ

データの取り込みと準備

データ分析

AI/ML

開発者サービス

開発者 CLI/IDE

プラグインと拡張機能

Red Hat OpenShift Dev Spaces

Red Hat OpenShift Local

1.2. OPENSHIFT PLATFORM PLUS 製品のインストール

OpenShift Platform Plus をインストールするには、OpenShift Container Platform をインストールして
から Red Hat Advanced Cluster Management をインストールする必要があります。Red Hat Advanced
Cluster Management ポリシーセット (Red Hat Quay、Red Hat OpenShift Data Foundation
Essentials、および Red Hat Advanced Cluster Security) を適用して、追加の製品をインストールしま
す。

製品のインストールの詳細は Red Hat OpenShift Platform Plus ポリシーセット  を参照してください。

関連情報

各種プラットフォームのサポートされているインストール方法

Red Hat Advanced Cluster Management のインストール

1.2.1. ポリシーセットを使用した OpenShift Platform Plus のインストール

OpenShift Container Platform のインストールでは、2 つのポリシーセットを使用して追加の製品をイ
ンストールします。

注記

インストールしたくない製品を削除するには、policyGenerator.yaml ファイルを編集し
ます。製品エントリーを削除したり、行をコメントアウトしたりできます。

gitops を使用してポリシーセットをインストールするには、gitops を使用したポリシーのデプロイメン
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gitops を使用してポリシーセットをインストールするには、gitops を使用したポリシーのデプロイメン
ト の手順に従います。パス例のパス policygenerator/policy-sets/stable/openshift-plus の代わりに、
ポリシーセットへの実際のパスを使用します。

CLI を使用してポリシーセットをインストールするには、次の手順を実行します。

手順

1. PolicyGenerator Kustomize プラグインのインストールと使用 の手順に従っ
て、PolicyGenerator プラグインをインストールします。

2. policy-collection リポジトリーのクローンを作成します。

3. ポリシーセットディレクトリーに移動します。

4. 次のコマンドを使用してポリシーを生成して適用します。

ポリシーセットは、残りの製品を OpenShift Container Platform クラスターにインストールし
ます。

1.3. OPENSHIFT PLATFORM PLUS 製品のリリースノート

各製品のリリースノート情報は、次のリストからアクセスできます。

OpenShift Container Platform

Red Hat Advanced Cluster Management for Kubernetes

Red Hat Quay リリースノート

Red Hat Advanced Cluster Security for Kubernetes 4.4

Red Hat OpenShift Data Foundation

1.4. OPENSHIFT PLATFORM PLUS 製品リリースの互換性マトリクス

OpenShift Platform Plus は OpenShift Container Platform 4.16 をベースにしています。各 OpenShift
Platform Plus 製品の検証済みリリース番号を見つけるには、以下の情報を参照してください。

OpenShift
Container
Platform

Red Hat Advanced
Cluster
Management

Red Hat Advanced
Cluster Security

Red Hat Quay Red Hat
OpenShift Data
Foundation
Essentials

4.16 2.11 4.5 3.12 4.16

$ git clone https://github.com/stolostron/policy-collection

$ cd policy-collection/policygenerator/policy-sets/stable/openshift-plus

$ kustomize build --enable-alpha-plugins | oc apply -f -
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https://access.redhat.com/documentation/ja-jp/red_hat_advanced_cluster_management_for_kubernetes/2.8/html/governance/governance#deploying-policies-using-gitops
https://access.redhat.com/documentation/ja-jp/openshift_container_platform/4.15/html/release_notes/ocp-4-15-release-notes
https://access.redhat.com/documentation/ja-jp/red_hat_advanced_cluster_management_for_kubernetes/2.10/html/release_notes/release-notes
https://access.redhat.com/documentation/ja-jp/red_hat_quay/3.11/html/red_hat_quay_release_notes/release-notes-311
https://access.redhat.com/documentation/ja-jp/red_hat_advanced_cluster_security_for_kubernetes/4.4/html/release_notes/release-notes-44
https://access.redhat.com/documentation/ja-jp/red_hat_openshift_data_foundation/4.15/html/4.15_release_notes/index


4.15 2.10 4.4 3.11 4.15

4.14 2.9 4.3 3.10 4.14

4.13 2.8 4.0 3.8 4.12

4.12 2.7 3.7.4 3.8 4.12

1.5. OPENSHIFT PLATFORM PLUS のサポートの利用

Red Hat は、データの収集、監視、およびクラスターのトラブルシューティングに使用できるクラス
ター管理者ツールを提供しています。

OpenShift Platform Plus ソリューションに関するサポートが必要な場合は、サブスクリプション名を使
用して適切な製品にケースを記録してください。サポートケースを開くには、Red Hat カスタマーサ
ポートポータル を参照してください。
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